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分数のたし算 

  年   組

名前

 

取り組んだ日   月   日

○ 通分

１

２
＋ 

１

３
の計算をしましょう。

１

２
＋ 

１

３
＝

１×３

２×３
＋ 

１×２

３×２
 

＋ ＝  ＋

＝
３

６
＋

２

６
＝ 

５

６

＋  ＝

☆いくつかの分母がちがう分数を、それぞれ

の大きさを変えないで共通な分母になお

すことを「通分する」といいます。

☆分母がちがう分数のたし算は、通分して分

母をそろえてから計算します。

○ 約分

１

２
＋ 

１

６
の計算をしましょう。

１

２
＋ 

１

６
 ＝

３

６
＋ 

１

６
 

＝
４

６
＝

４÷２

６÷２
＝

２

３

☆分母と分子をそれらの公約数でわり、分母

の小さい分数にすることを「約分する」と

いいます。

☆答えが約分できるときは約分します。

○ 最小公倍数で通分

３

４
＋ 

１

６
 ＋ 

１

２
の計算をしましょう。

３

４
＋

１

６
＋

１

２

＝
３×３

４×３
＋ 

１×２

６×２
 ＋

１×６

２×６

＝
９

１２
＋

２

１２
＋

６

１２
＝
１７

１２
＝１

５

１２

☆分母を最小公倍数にすると簡単に計算で

きます（４と６と２の最小公倍数は１２）。 

○ 帯分数のたし算

１
３

５
＋ ２

１

３
 の計算をしましょう。

● 通分してから整数と分数を分けて計算

１
３

５
＋２

１

３
 ＝１

９

１５
＋２

５

１５

＝３
１４

１５

● 仮分数になおしてから通分して計算

１
３

５
＋２

１

３
 ＝

８

５
＋

７

３
 ＝

２４

１５
＋

３５

１５
 

＝
５９

１５
＝３

１４

１５

【分数の性質】分母と分子に同じ数をかけ

ても、分母と分子を同じ数でわっても、分

数の大きさは変わりません。 
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●
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５


